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【公開日】平成31年3月22日(2019.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2019-011
【出願番号】特願2017-165142(P2017-165142)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｒ   4/68     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  12/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  39/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   6/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｒ    4/68     ＺＡＡ　
   Ｈ０１Ｂ   12/06     　　　　
   Ｈ０１Ｌ   39/02     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｆ    6/06     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月14日(2019.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高温超伝導層を含む高温超伝導線材同士が接続された高温超伝導線材の接続体であって
、
　対向する第１の高温超伝導線材と第２の高温超伝導線材とが、当該第１の高温超伝導線
材および第２の高温超伝導線材の長手方向に沿って互いに分離している複数の接合箇所に
おいて超伝導接続されている、
　ことを特徴とする高温超伝導線材の接続体。
【請求項２】
　前記複数の接合箇所のそれぞれは、矩形、角丸矩形、楕円形のいずれかであり、前記高
温超伝導線材の長手方向の長さをＬ、幅方向の長さをＷとしたときに、
　０．１＜Ｌ／Ｗ＜１．５
　を満たす、
　ことを特徴とする請求項１に記載の高温超伝導線材の接続体。
【請求項３】
　０．２５＜Ｌ／Ｗ＜０．７５を満たす、
　ことを特徴とする請求項２に記載の高温超伝導線材の接続体。
【請求項４】
　前記複数の接合箇所についての前記Ｗおよび／または前記Ｌは、前記高温超伝導線材の
長手方向に沿って上流側から下流側に向かって単調増加する、
　ことを特徴とする請求項２または３に記載の高温超伝導線材の接続体。
【請求項５】
　前記第１の高温超伝導線材の高温超伝導層と前記第２の高温超伝導線材の高温超伝導層
は、直接または高温超伝導体を介して接合されている、
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　請求項１から４のいずれか１項に記載の高温超伝導線材の接続体。
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